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教育と探求社



私たちの仕事は



学校を「知を消費する」場所から



「知を生産する」場所に変える「知を生産する」場所に変えることです。



•こどもたちを学びの主体にする

•教室に閉じない、現実社会とつながった学び

•あらかじめ用意された正解ではなく、自分たちで正解をつくる

•先生が「知の番人」から「知の伴走者」へ立ち位置を変える

•多様な生徒それぞれの可能性を引き出す

そのために必要なことは



ＱＵＥＳＴ
＝ 探求すること

現実社会と教室をつなぐ
探究学習プログラム

探求という名の教育プログラム



生徒の探究学習を支える仕組み

探究学習をガイドする
ワークブック

先生には事前研修を行い
スタッフが授業をサポート

現実社会とつなぐ
動画教材

正規の授業の枠で先生が実施



クエストエデュケーション ラインナップ

実在する企業

社会課題

実在する人物

スタートアップ
リーンスタートアップなど先端の起業メソッドを
活用し、新商品、新ビジネスを生み出す

「誰かを笑顔にしたい」という身近な感覚から
社会課題に取り組む

「私の履歴書」の人物や社会で活躍する大人の
人生や価値観を追い、自らの人生を展望する

実在する企業にインターン。企業の仕組みや理念を
学び、企業と共に未来をつくる

地方創生
地域の企業のリソースを活用し、地域の未来を
よりよくする

現実社会の多様なテーマ



生徒のインターンを受け入れる企業

過去20年間で、のべ157社が参加

生徒のインターンを受け入れる企業



【インターン募集資料】

生徒のインターンとして様々な仕事に取り組む

「街へ出て起業を探せ！」

【アンケート調査】



まだ誰も気づいていない課題を
発見しオムロンの技術を駆使した

解決策を提案せよ！

オムロン

人が生きる原点を支える
大和ハウスの世界に広がる
新商品を提案せよ！

大和ハウス

• 「空気読め」文化のなかで本音を発する勇気

• 哲学的な問いに向き合うことで育む創造性

• 本気で議論することで深まる仲間との絆

コースの後半、企業からミッション（課題）が出される



探究
の
流れ

映像/video/■QUEST授業風景.wmv


• 年間、20〜70時間かけて実施

• 中学・高校、公立・私立、専門高校など多様な学校で実施

• 生徒の学力も様々

正規の授業時間で導入
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500クエストエデュケーション導入学校数

全国500校に導入され、年間10万人の中高生が学ぶ

全国41都道
府県で実施



http://questcup.jp/2017/img/data/questcup2017ca.jpg

「クエストカップ全国大会」

「クエストカップ全国大会」年度の最後に「クエストカップ全国大会」

映像/■questcup2019 4分.mp4
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クエッストカップ2019グランプリ 聖心学園中等教育学校

本気でやったあとに見えるものは
やったあとにしかわからない。

すごく深いものをクエストで学んだ
世界観がかわるというか。

進路どうしようかまた悩み始めた。



クエッストカップ2017グランプリ 千葉県立特別支援学校流山高等学園



読売新聞朝刊掲載

読売新聞
朝刊掲載

映像/CUP2017HFA.mp4


身体

思考

感情

精神

ひとは、脳だけで
学ぶのではない

「思考」の力だけが高まっても
SDGｓは達成できない

「精神性」が高まることが必要条件



2018年経済産業省
「未来の教室」
実証事業における調査より

クエスト受講による生徒の変化



18歳意識調査 日本財団調査



現実社会を題材に学ぶ、関わる大人も学び合う。



関わった大人の80%以上が「自分の固定観念」に気づき、
「会社に対する見方」が変わり、自社に「新たな提案を行いたい」と回答

自分や自社を見つめ直す事によっ

て、あらたな発見や課題に気付け

ました。また、自分の考えをアウ

トプットする大切さやコミュニ

ケーションについても学べました。

会社の今後あるべき

姿・こうあってほし

いという希望を持つ

ようになった

自分の会社に対する
見方が変わった

会社に様々な新たな提案
を行っていきたいと思う

大人も成長する「クエストエデュケーション」

「認識」と「関係性」の固定化の病
からの脱却

MIMIGURI
安斎勇樹氏



•生徒が変わる 知識偏重 → 主体性、創造性、レジリエンス

•先生が変わる 予定調和の学び → 生成的な学び

•学校が変わる 学び手である生徒が主体となる活力ある学校

•関わる大人が変わる ものの見方、考え方、生き方が変わる

•未来の社会が変わる 誰もが自分らしく生きる歓びにあふれる社会

「クエストエデュケーション」がもたらす効果



私たちの願いは

すべての人が生まれてきて
良かったと思える社会をつくること。



質疑応答
教育と探求社/クエストエデュケーションプログラム

../../Videos/クエストカップ2013/QuestCup2013_SlideShow.mov
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